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一 一 一 線一一 一 　
内に神殿がある。私の若い頃、聖徒たちは神殿結婚 のため

に800キ ロから1,200キ ロも旅行 したものである。

私たちは皆さんが正 しい交際を経た後、新婚旅行 を一番

近 くの神殿に行 くよう計画 し、永遠の結び固めを受けるよ

うに心か ら望んでいる。そうすれば、生まれて来る子供 た

ちはとこしえに皆 さんの もの となり、皆さんも永遠に彼ら

の両親 となるのである。そしてそれは、永遠の結婚 となる。

私たちはまた、皆さんの御両親が皆さんの幼少の頃か ら

家の手伝いやアルバイ トをして収入を得、それを伝道資金

や結婚資金 として貯えるように教育 して下 さることを望ん

でいる。

私たちは若人がうわべだけの華やかな結婚式や披露宴 を

進んで捨て、普通は両親 と共にであるが、聖なる神殿に行

って結婚するように願っている。披露宴や休暇、高価な贈

物に要する費用は、時に神殿結婚に比べてはるかに多額で

ある。キンボール姉妹 と私が結婚 したときは指輪 もなかっ

たし、ぜいた くな披露宴 もなかった。そして8年 後に私は

小さなダイヤモンドの指輪 を買ってあげた。彼女はそのと

きまで喜んで待 ってくれたのだった。

皆 さんが望 ましくしかも堅い絆で結ばれた結婚 を計画 し、

将来の予定 を立て、標準を定め る時は今である。また美し

く実 りある結婚生活への備 えをするよう決意を固める時は

今である。

愛する若人の皆 さん、皆さんは真剣に取 り組 まねばなら

ない。人生は陽気で愉快 なことだけ とは限 らない。極めて

真剣に取 り組 まなければならない。初めの数年間は男の子

も女の子 も一緒に交わ りながら子供 として成長 してい く。

そして十代 を迎えるが、まだそこでも皆さんの交際は広 く

浅 くという状態にとどめ、一対一の交際は少な くとも16歳

になるまで待つ縛 きである。 また、たとえその年齢に達 し

たとして も相手の選択は真剣に行なわなければならない。

また、男性は19歳 になると伝道に出るので、親 しく交際

できるのは数年間に限 られる。交際は制限されて当然であ

るし、肉体的な関係を含むどの ような親 しい関係にも足を

踏み入れることがあってはならない。 どのような形であれ、

婚前の肉体関係は断 じてあってはならないのである。

すべての若い男性は伝道資金を貯金 してお くべ きであり、

宣教師になるための資格 を失わせてしまうようなものには、

どのようなものであって もかかわ り合いを持ってはならな

い。21歳 で伝道を終えて帰った兄弟は、自由に交際を始め

る。そして自分にふさわ しい女性 を見つけると、正 しい神

殿結婚 をす るのである。人は自らを管理 し、正 しい過程 を

踏む とき、このすべての祝福 を受けることができる。伝道

前の広 く浅い交際、そして伝道、 コー トシップ、そして神

殿結婚 とい う順序である。これ以外の道を歩む と必ず窮地

に陥るであろ う。

結婚 したら妻は子供の出産 と養育に専念しなければなら

ない。妻が子供の出産を延期 したり、夫の学業を支えるた

めに働 きに出た りすることを認めた聖句はないし、そ う語

った教会幹部 もない。

教会の若人は、次のJ・ ルーベ ン ・クラー ク ・ジュニア

副 管 長 の 話 を悟 るべ き で あ る。

「私 が 非 常 に 危 惧 して い る こ とは
、性 欲 は単 に 満 足感 を

得 る こ と、 す な わ ち快 楽 の た め に の み 私 た ち に植 えつ け ら

れ て お り、 子 供 が で き るの は 全 く不 幸 な 出 来 事 に す ぎな い

と考 え て い る 人 が い る 。事 実 は全 くこ の逆 で あ る 。 性 欲 は

霊 を宿 す 肉体 を生 じ るた め に 与 え られ た もの で あ る。 満 足

感 を得 る こ と、 す な わ ち 快 楽 は そ れ に 付 随 して 起 こ る もの

で あ り、 欲 望 本 来 の 目的 で は な い。」 クラ ー ク副 管 長 は さ ら

に 次 の よ うに 述べ て い る。

「結婚 生 活 に お け る性 につ いて
、 末 日聖 徒 に 必 要 な論 文

を書 くとす れ ば 、 ふ つ うの文 に ま とめ る こ とが で き よ う。

『性 欲 の 第一 の 目 的 は 子 供 を も うけ る ため で あ る こ と を心

に 留 め る よ うに 。 性 の 満 足 は 第 一 の 目 的 に 基 づ い た上 で得

ら れ な け れ ば な ら な い 。』 夫 た る あ な た は 親切 で あ りな さ

い 。 そ し て妻 を思 いや りな さ い。 妻 は あ な た の 所 有物 で は

な い し、 単 に 衣 食住 の 便 を果 た す だ け の 人 で も な い 。 彼 女

は この 世 に お い て も永 遠 に わ た っ て も あ な た の 配 偶 者 な の

で あ る。」(CoπfeγeηceRepo冗 「大 会 報 告 」1949年10月P.

194,95)

結 婚 につ い て お 話 す る に 当 り、 まず ル カ の 言 葉 を心 に 留

め よ つ。

「狭 い 戸 口か らは い る よ うに努 め な さ い 。 事 実 、 は い ろ

う と して も、 は い れ な い 人 が 多 い の だ か ら。」(ル カ13:24)

人 は 日の 栄 の結 婚 を通 じて の み 真 っ す ぐな 狭 い 道 を歩 む

こ とが で き る 。他 の いか な る方 法 に よ っ て も永 遠 の 生 命 は

得 られ な い。 主 は 結 婚 に つ い て 極 め て具 体 的 か つ 明 確 に述

べ ら れ た 。

「そ も そ も今 は 警 め を告 げ る時 に して 、 多 くの 言 を 費す

べ き 時 に あ ら ざ る な り。 主 な るわ れ は 、 末 の 世 に 於 て 欺 か

れ ざ れ ば な り。」(教 義 と聖 約63:58)

聖 典 に は 「神 は 死 ん だ 者 の神 で は な く、 生 きて い る者 の

神 で あ る」(マ タ イ22:32)と 記 さ れ て い る・
め ぐみ

ここで言っている死んだ者 とは、律法や恩恵、祝福、さ

らには神殿結婚 を通 じて得 られる永遠の賜に対して死 を選

んだ人のことであり、これ以外に死んだ者はいないのであ

る。物事を合理化 して自分勝手な結論 を導 き出 し、抜け目

な く吟味を重ねなが ら自分 自身の意見を発展 させる。 しか

し結局の ところ 「とげのあるむちをけって傷 を負っている」

のである。彼らは自らの機会を自らの手で閉ざしている。

何年か前、私のもとにひとりの母親がひどくやつれた様

子で訪ねて来た。息子夫婦が事故に遭って、幼い子供たち

を残したまま帰 らぬ人となったのである。悲嘆に暮れてや

って来た彼女は、飛行機の墜落事故の犠牲となった若いふ

た りが神殿結婚 をしていなかったこ とを話 して くれた。ふ

た りは共に良家の生まれであった。神殿結婚 その ものを無

視 したか、それ とも何かの理由があって引き延ば したか ど

ちらかであろう。また彼 らは、成人 してから後の数年間を

この地上 で過ごしたにもかかわらず儀式 を受けなかった。
「死がふたりを分つまで」 という民事結婚は、飛行機事故

によってふた りを離れ離れにし、子供たちを孤児にしてし

まったのである。
亀.
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鮮 さが や や 色 あせ て 、伝 道 は ゆ っ く り下 降 線 を た ど っ た 。

そ して 不 幸 な こ とに 、、や が て ユ タ 戦 争 と呼 ば れ る事 態 が 本

土 で 進 行 した た め 、1858年 に は 宣 教 師 が 召還 さ れ た 。

3年 の 後 に 、1名 の宣 教 師 が 再 び ハ ワ イ に到 着 し た 。 そ

して1864年 を境 に 、 ハ ワ イの 教 会 は 末 長 い着 実 な 発 展 期 に

入 っ た 。

発 展 の 一 番 の旗 印 は 、 ラ イ エ の 神 殿 建 設 で あ っ た 。1915

年 の 発 表 か ら1919年11月27日 の 献 堂 式 ま で 、 太 平 洋 地 区 の

聖 徒 た ちは 完 成 め ざ して 勤 勉 に働 い た 。

何 年 もの 間 、 伝 道 の 成 果 はハ ワ イ が 太 平 洋 地 区 で 一 番 大

きか っ た。 この ハ ワ イ の 発 展 に 、 オ ー ス トラ リア とニ ュー

ジー ラ ン ドは つ い て行 くこ とが で きな か っ た 。1840年 代 の

伝 道 に 関 して 言 え ば 、 オ ー ス トラ リア は不 作 の地 で あ っ た 。

宣 教 師 は ど うに か 少 数 の 改 宗 者 を得 て数 支 部 を 組 織 した が 、

彼 らの働 き に は 反対 が 大 き くつ き ま と っ た。

反対 の 種 とい っの は 、嘘 が 言 い広 め られ た こ と、 それ に 、

大 方 は1851年 の オ ー ス トラ リア の ゴ ー ル ドラ ッ シ ュ に 関 連

した 問 題 で あ っ た。 黄 金 熱 は 人 々 の心 を こ と ご と く冒 し 、

金 よ り も永 遠 の こ と を考 え よ う とい う人 は まれ で あ った 。

オー ス トラ リア で の着 実 な成 功 を 阻 ん だ も うひ とつ の 要

素 が あ る。 そ れ は あ る 宣 教 師 が こ う語 っ た通 りで あ る。「私

は 今 、福 音 の 第 一 原 則 、 つ ま り信 仰 、悔 改 め 、 バ プ テ ス マ 、

按 手 礼 、 権 威 に 対 す る従 順 、 シ オ ンへ の 集 合 に つ い て教 え

て い ます 。」 シ オ ン に 集 合 す る こ とで 、 オ ー ス トラ リア を

離 れ た 新 しい教 会 員 は 強 め られ たが 、 オ ー ス トラ リア の 教

会 は 非 常 に弱 くな っ た 。 伝 道 開 始 後 の8年 間 に 、450人 以 上

の聖 徒 が シ オ ン に移 住 した 。

1850年 代 の 中 頃 は か な りの 成 功 を収 め た が 、1858年 に 突

然 伝 道 が 停 止 され た 。 ユ タ戦 争 の た め に 、 宣 教 師 た ちが 国

に 呼 び 戻 さ れ た か らで あ る 。 戦 争 が 終 わ る と伝 道 活動 は徐

々 に再 開 され たが 、1856年 か ら1867年 ま で は 宣 教 師 が 派 遣

さ れず 、 そ の 国 で 伝 道 を行 な っ た の は た っ た ひ と りで あ る。

伝 道 に 力 が 注 が れ 始 め た の は 、1875年 に な っ て か らの こ と

で 、 この 年 に、 主 と して ニ ュー ジー ラ ン ドか ら14人 の 宣 教

師 が 送 られ て きた 。1885年 に は4つ の 支 部 が あ り、 日曜 学

校 が2ヵ 所 で行 な わ れ 、 オー ス トラ リア 全 土 に21名 の宣 教

師 と178名 の 教 会 員 が い た。

ニュー ジー ラ ン ドで 末 日聖徒 の 伝 道 が 始 ま っ たの は 、1854

年 の こ とで あ る。 以 来1898年 に 伝 道 部 が 分 割 され る まで は 、

オ ー ス トラ リア とニ ュー ジー ラ ン ドが ひ とつ の 伝 道 部 と し

て 、 オ ー ス トラ レー シ ア ン伝 道 部 と呼 ば れ て い た 。 ニ ュー

ジ ー ラ ン ドの教 会 の 発 展 は1870年 代 ま で は 遅 か っ た が 、 そ

の 頃 に な る と事 務 が 忙 し くな っ て 、 オ ー ス トラ レー シ ア ン

伝 道 部 の エ ラ イ ジ ャ ・F・ ピア ス伝 道 部 長 は伝 道 本 部 をオ
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一 ス トラ リア か らニ ュー ジー ラ ン ドの ク ラ イ ス トチ ャー チ

に移 した 。そ の後 の10年 間 は平 均9名 の 宣 教 師 が 両 国 で(主

に ニ ュー ジー ラ ン ドで)伝 道 し た。

1880年 代 は ニ ュー ジ ー ラ ン ド伝 道 史 の 一 大 転 換 期 で あ っ

た 。 マ オ リの族 長 た ち と宗 教 指 導 者 た ちが 宣 教 師 の到 来 を

予 言 して い た が 、末 日聖 徒 の 長 老 た ち の来 訪 で 、予 言 は そ

の 通 りに 実 現 し た 。 マ オ リの 人 々 は 予 言 の 成 就 を 目の あ た

りに して 、 続 々 と教 会 に加 入 した 。1887年 ま で に2千 人余

りの マ オ リ人 が 教 会 貝 とな っ た。 翌 年 に は な お750名 増 え 、

そ れ 以 後 は数 こ そ 少 な い が 着 実 に 改 宗 が 続 い て い る 。1880

年 代 の 改 宗 期 を発 端 と して 、宣 教 師 の 時 間 は ほ とん ど支 部

と教 会 員 個 人 の 必 要 に 向 け ら れ る よ うに な っ た 。 ま た 、 教

会 は1950年 過 ぎ まで 、 主 に マ オ リ教 会 と して知 ら れ て い た 。

マ オ リ入 の 改 宗 が 盛 ん な ち ょ う どそ の 時 期 に 、サ モ ア に

宣 教 師 が 派 遣 さ れ た 。 す で に1862年 に ふ た りの ハ ワ イ 人長

老 が サ モ ア に 送 られ て い た が 、 彼 らの 努 力 は 全 く実 を結 ば

な か っ た 。 次 に 派 遣 さ れ た宣 教 師 もハ ワ イ か ら で あ っ た 。

1888年6月 、 ジ ョセ ブ ・H・ デ ィー ン夫 妻 が 、 現 在 ア メ リ

カ ンサ モ ア と呼 ば れ て い る ツ ツ イ ラ に 到 着 した 。 ま も な く

別 の宣 教 師 た ち も合 流 し て 、 サ モ ア で の伝 道 が 開始 さ れ た 。

1862年 に 来 た 宣 教 師 の うち の ひ と り、 マ ノア 長 老 が ま だ 残

っ て い て 、福 音 を 宣べ 伝 え る新 しい 使 者 た ち の 手 助 け を し

た 。

そ の 後 サ モ ア か ら も宣 教 師 が 召 され 、 まず トン ガ に 送 ら

れ 、 次 い で仏 領 ポ リネ シ ア で 伝 道 を始 め た 。 ブ リガ ム ・ス

ム ー ト とア ル バ ・バ トラ ー が 、1891年6月 にサ モ ア か ら ト

ン ガ の 首 都 トン ガ タ プ 島 に 派 遣 され た 。 しか し彼 らが 最 初

の 改 宗 者 に バ プ テ ス マ を施 し た の は 、何 ヵ 月 も経 っ て か ら

の こ とで あ っ た 。 彼 ら とそ れ に 続 く宣 教 師 た ち が 熱 心 に 働

き、 小 学 校 を建 て た り、新 しい 宗 教 を広 め よ う と各 地 を旅

行 して 歩 い て も、 トン ガ の 人 々 を教 会 に 改 宗 させ る に は 至

らず 、宣 教 師 た ち は1897年 に トン ガ を引 き 払 った 。 しか し 、

長 老 た ち は10年 後 に戻 って きて 、 バ バ ウ とい う北 の 群 島 で

伝 道 を始 め た 。 こ うす る 内 に 着 実 な 発 展 が あ り、 トン ガ と

サ モ ア を分 け た 方 が よい とい うこ とで 、1916年 に 両 者 は 分

割 さ れ た 。

ウ ィ リア ム ・0・ リー 伝 道 部 長 は サ モ ア で の 成 功 に 心 を

動 か され 、大 管 長 会 か ら仏 領 ポ リネ シア に 長 老 を 送 る許 可

を得 た 。 こ う し て1892年1月22日 、 ジ ョセ ブ ・W・ ダ ム ロ

ン長 老 と ウ ィ リア ム ・A・ シー グ ミ ラー 長 老 が ア ピア か ら

タ ヒチ の パ ペ ー テ にや っ て き た。 初 期 の 宣 教 師 た ち が や む

な く改 宗 者 の も と を去 っ て か ら40年 が 過 ぎて い た が 、 ダ ム

ロ ン 長 老 と シー グ ミラー 長 老 が パ ペ ー テ に 上 陸 した と き、

教 会 は い まだ に健 在 で あ った 。 しか しそ こに はむ ず か しい
壷.
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問題 が 起 き て い た 。 復 元 イエ ス ・キ リス ト教 会 の 宣 教 師 が

1885年 に や っ て きて 、 タ ヒチ の大 勢 の 末 日聖 徒 を仲 間 に 引

き入 れ て い た の で あ る 。 それ らの 教 会 貝 を群 れ に 連 れ 戻 す

ため に 、 ダム ロ ン長 老 と シー グ ミラー 長 老 は何 ヵ 月 も一 生

懸 命 に働 い た 。

こ の 問 題 を 聞 い た大 管 長 会 は 、 初 期 の 宣 教 師 の ひ と りで

あ っ た65歳 の ジェ ー ム ズ ・S・ ブ ラ ウ ン兄 弟 を、 モ ル モ ン

宣 教 師 の 正 統 性 を確 立 す る た め に タ ヒチ へ 向 か わせ た 。

彼 は1892年6月1日 に到 着 し た 。 ブ ラ ウ ン 兄 弟 の 到 着 後

何 ヵ 月 も経 っ て か ら 、 仏 領 ポ リネ シ ア の 諸 島 に 住 む 末 日

聖 徒 た ち はや っ と、 自分 た ち が再 び ま こ との教 会 の指 導 下

に あ る こ と を悟 っ た の で あ る 。 特 に 、47年 前 にB・F・ グ

ロ ア ー ド長 老 が 大 きな 業 績 を残 し た ツ ア モ ツ 諸 島 で は 、聖

徒 た ちは 権 能 を持 っ た 牧 者 た ちが や っ て きた こ と を なか な

か 認 め よ う と し な か った 。 しか しそ れ を知 っ た と きに 、盲

目の 老 人指 導 者 マ イヘ ア は こ う言 っ た 。 「よ くぞ お い で下

さい ま した 。 あ な た 方 若 い衆 も歓 迎 し ます 。 今 我 々 の 心 は

は ず ん で い ます 。 我 々 は 行 くべ き真 の 道 をあ な た 方 か ら学

ぶ こ とが で き ます 。 我 々 は あ な た 方 に 従 い ます 。 我 々 は長

い間 、導 き手 を持 た ず 、真 の 羊 飼 い が い な い 羊 の よ うで し

た。」1893年1月 に 、 タ ヒ チ 人 の 末 日聖 徒 は425名 を数 え た 。

初 期 の改 宗 者 とそ の 子 孫 が 中 央 の教 会 か ら指 示 も援 助 もな

しに40年 の 間 信 仰 を保 ち 続 け た こ とは 、初 期 の 改 宗 者 た ち

の 強 さ を立 証 す る大 きな証 で あ る 。

太 平 洋 地 区 の初 期 伝 道 活 動 に は 幾 多 の 障 害 が あ っ た が 、

1946年 以 降 は め ざ ま しい 発 展 を続 け て い る。 デ ビ ッ ド ・0

・マ ッケ イ大 管 長 が 伝 道 活 動 を新 た に 強 調 し
、 教 会 の 若 い

男女 は それ に 応 え て 大 勢 伝 道 に 出 た。 フ ィー ジー 島 、 ク ッ

ク諸 島 、 ニ ュ ー カ レ ドニ ア 島 、 ニ ュー ヘ ブ リデ ス 島 、 ソ ロ

モ ン諸 島 、 ギ ル バ ー ト諸 島 、 その 他 に 伝 道 事 業 は 広 が っ て

い る。1950年 代 中頃 に 、 フ ィー ジー 島 で は 活 発 な伝 道 活 動

が 始 ま っ た 。 以 来 フ ィー ジー での 伝 道 は フ ィー ジー 人 とイ

ン ド人が 半 々 の 国民 の 聞 に大 き く発 展 して い る。(フ ィー 、

ジー 伝 道 部 が 他 の オ セ ア ニ ア 諸 国 と異 な る 点 は 、 国 民 が ポ

リネ シ ア 人 で は な く、 メ ラネ シ ア 人 、 イ ン ド人 、 ミク ロ ネ

シ ア 人 を主 流 と して い る こ とで あ る 。)

フ ィー ジー の ス パ 市 は伝 道 活 動 の 拠 点 で あ る 。1950年 代

後 半 に は 、 こ の 地 で最 初 の 教 会 堂 が 建 設 され た 。 何 年 も前

か ら教 会 経 営 の 小 学 校 が あ り、 ス パ を見 お ろす 美 し い 山 腹

に はLDSフ ィー ジー 工 業 学 校 が 建 て られ 、本 年(1976年)

2月 に 完 成 をみ た。 フ ィー ジ ー の 聖 徒 た ち は 、 こ の学 校 が

メ ラネ シ ア全 域 に伝 道 を推 し進 め る 足 が か りに な る の を期

待 して い る 。

フ ィー ジ ー は メ ラ ネ シ ア に お け る伝 道 活 動 の 基 で あ るば

か りで な く、 イ ン ドへ の 伝 道 の 基 地 と も な る こ と で あ ろ う。

この 伝 道 部 で は 現 在10力 国語 で 福 音 を教 え て お り、教 会 出

版 物 は6力 国語 に 翻 訳 さ れ て い る。 そ の 中 に は 重 要 な イ ン

ド語 で あ る ヒン ズー 語 が 含 まれ て い る。 将 来 イ ン ドに 召 さ

れ る宣 教 師 に と っ て 、教 え る国 民 の 言 語 で聖 典 や 教 会 出 版

物 が あ る こ とは 大 きな助 け で あ る。 フ ィー ジー の イ ン ド人

聖 徒 た ちの 中 か ら、 い つ の 日か イ ン ドへ 福 音 を携 え て 行 く

宣 教 師 が 出 る こ とで あ ろ う。

太 平 洋 地 区 の ス テ ー キ部 や 伝 道 部 で は 、 地 元 の 青 年 た ち

が 自国 で 伝 道 す る準 備 を して い る 。教 会 員 に は ほ とん ど知

ら れ て い な い が 、現 在 彼 らは サ モ ア と トン ガ とフ ィー ジ ー

に お け る伝 道 活 動 の 大 半 を担 っ て い る。 サ モ ア と トン ガ の

伝 道 部 長 は 改 宗 者 で あ り、 ス テー キ部 長 の 経 験 もあ る地 元

の兄 弟 た ち で あ る 。 仏 領 ポ リネ シア の伝 道部 長 は フ ラ ンス

生 まれ なが ら タ ヒチ に住 み つ い て 久 しい 兄 弟 で あ る。 ニ ュ

ー ジー ラ ン ド ・オ ー ク ラ ン ド伝 道 部 の伝 道 部 長 は 、 マ オ リ

人 との 混 血 の ニ ュ ー ジー ラ ン ド人 で あ る。 そ の他 、 太 平 洋

お よび オ ー ス トラ リア の伝 道 部 長 や 地 区 代 表 も地 元 の聖 徒

た ちで あ る。

この 地 域 に強 力 な教 会 指 導 者 を育 て た 最 も大 き な要 因 は 、

教 会 の 教 育 制 度 で あ る 。 太 平 洋 諸 島 の 末 日聖 徒 に よ る最 初

の教 育 事 業 は 、 ル イー ザ ・B・ プ ラ ッ ト姉 妹 が 娘 た ち と 島

の 子 供 た ち を集 め て教 え た こ と で あ った 。1886年 に は 、 宣

教 師 が ニ ュー ジ ー ラ ン ドの マ オ リ人子 弟 の た め に学 校 を開

い た。 次 の 世 紀 を迎 え る頃 に は 、 そ の よ うな 学 校 が10に 増

え て い た 。 トン ガ初 の 教 会 学 校 は1895年 に 開 校 した 。 そ れ

ら の学 校 は ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドの 学 校 と同 じ よ うに ご く小 規

模 で さ さや か な もの で あ っ た 。 教 科 は 読 み 書 き と算 数 に 限

られ た 。サ モ ア に も伝 道 部 が 組 織 さ れ て す ぐ、同 様 の学 校 が

建 て られ た 。1922年 に は20の 学 校 に665名 の 生 徒 が 在籍 し 、

11名 の パ ア ラ ン ギ(白 人)と27名 の サ モ ア 人 教 師 が いた 。

サ モ ア の 聖徒 は20世 紀 初 め に 、集 合 地 と して ふ た つ の 村

落 農 園 を 開 拓 した 。 ウ ポ ル 島 の サ ウニ ア ツ とツ ツ イ ラ島 の

マ プ サ ガ で あ る 。 これ らの 村 の 学校 は有 名 で あ っ た 。 サ ウ

ニ ア ツ の聖 徒 た ち に とっ て と りわ け 大 切 な の は 、 村 の 学 校

の ブ ラ スバ ン ドで あ っ た 。 デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管 長

と同 行 の ヒ ュー ・J・ キ ャ ノ ン 長 老 が1921年 に 来 島 した 折 、

彼 ら を歓 迎 し た の は こ の ブ ラ ス バ ン ドで あ る。 サ モ ア の ア

メ リカ領 事 も大 切 な行 事 に は この ブ ラ ス バ ン ドを呼 ん だ 。

サ モ ア 、 ニ ュー ジー ラ ン ド、 タ ヒチ の 各 所 で 、 これ に似 た

ブ ラ ス バ ン ドが 結 成 さ れ て い る。

フ ィー ジー 、 サ モ ア 、 トン ガ 、仏 領 ポ リネ シア で は 、 今

も小 学 校 が 教 会 の 発 展 に 大 き く寄 与 して い る 。 教 会 は 島 々

に 高 校 の モ デ ル 校 も数 校 作 っ た 。 初 め の2校 は 、教 会 の 既
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日々の 恵み

以 下 の4篇 の 実 話 は,R・ レニ エ ル お よ

び ジ ョア ン ・M・ ブ リ ッチ の 執 筆 に よ る。

「夢 を 見 ま した 。

あな た 方お ふ た りか 、 この 子

に油 を 注 いて 下 さ'った の てすd

1889年11月 、エ トワ ー ド ・J・ ウ ノ ト長 老 とシ ョセ ブ ・

H・ テ ィー ン伝 道 部 長 は 、 サ モ ア の と あ るハ ンヤ ン 樹 の 葉

蔭 て 、導 き を求 め て 主 に 祈 っ た 。 ひ と りの子 供 か 病 気 て 、

そ の 母 親 か 長 老 た ち を夢 に 見 て 、ぜ ひ 赤 ん 坊 を癒 して ほ し

い と彼 らに 来 島 を請 う た の て あ る。 しか し宣 教 師 た ち は 慎

重 た っ た 。 国 情 か 不 安 定 て 、 モ ル モ ン の 立 場 も定 ま らな い

た め 、 わ な か も しれ な い と恐 れ た の て あ る 。

そ の祈 りの 最 中 に 、 ウ ノド長 老 は行 くよ うに とい う さ さ

や き を聞 い た 。 それ こそ 長 老 た ちか 求 め て い た 答 え て あ っ

た。 彼 ら はす くに 出発 し た。 到 着 す る と、 岸 辺 て す っ と待

っ て い た 母 親 か 彼 ら を うや うや し く迎 え 、 つ い て 来 る よ う

に とい う身 振 りて フ ァ レ(家)に 案 内 した 。

「よ う こ そ お い て下 さ い ま した
。」 彼 女 は 言 っ た。 「こ

れ て も う大 丈 夫 て す 。 これ か 子 供 てす 。」

彼 女 は 小 屋 の 床 に 寝 か され て い る子 供 の 体 に か け た 白い

シー ツ をめ く り上 け た 。 長 老 た ち は子 供 は 死 ん て い る と言

っ た 。 しか し、母 親 は生 き て い る と言 い 張 っ た 。 「私 か 昨

晩 夢 に 見 た こ と を行 な っ て 下 され は 、 子 供 は よ くな り ます 。

夢 て 見 た あ の こ と をす る 力 を お持 ち て し ょ う?あ な た 方

お ふ た りは 、 こ の 子 に 油 を庄 い て 、 こ の 子 の 頭 に 両 手 をお

か れ ま し た。」

そ れ を聞 い た 長 老 た ち に 、 もは や た め ら い は な か っ た 。

彼 ら は そ の 権 能 を持 っ て い た の て あ る 。 彼 ら は 子 供 に癒 し

の 儀 式 を施 し、布 て そ の 子 をお お っ て 、 そ の 場 を立 ち 去 っ

た 。

そ れ か らの2年 間 、 ウ ソ ド長 老 は そ の子 と母 親 の こ と に

つ い て何 も消 息 を聞 か な か っ た 。 そ して その ま ま別 の 島 に

召 さ れ て 行 っ た 。 す る と驚 い た こ とに 、 彼 は ひ と りの 女 性

か ら丁 重 な 出迎 え を受 け た 。 彼 女 は ウ ソ ト長 老 の 名 前 を知

って い た 。 彼 女 は わ きに9歳 位 の 少 女 を呼 び寄 せ る と、 群

衆 に 向 か っ て話 し始 め た 。

「この 子 は
、 福 音 の素 晴 ら し い 力 と、 ウ.ノ ドさ ん た ちか

「それ を聞 い た長老 た ち に、 も はや た め らい はな か った。彼 らはその権 能 を持 ってい たの で

あ る。彼 ら は子供 に癒 しの儀 式 を施 し、布 て その 子 をお お って、 そ の場 を立 ち去 った。」
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神殿 を め ざ して 、 月 に70

セ ン トで生活 しま した

「目標 を達 成 す る た め に は
、 とに か く何 か を しな け れ ば

な らな か っ た の で す 。」 バ ハ イ ・ トン ガ兄 弟 は あ っ さ り と

こ う言 っ た。 トン ガ夫 妻 は是 が 非 で もニ ュ ー ジー ラ ン ド神

殿 の 献 堂 式 に行 き た か っ た 。 け れ ど も 、 トン ガ の聖 徒 た ち

に と って 、 そ の た め の 旅 費 を貯 め る こ とは 容 易 で は な か っ

た 。 彼 らは何 ヵ 月 間 も準 備 し 、貯 金 し た 。 そ して 、 つ い に

お 金 は集 ま り、計 画 が で きた 。

しか し、 主 の 教 会 に は ま だ 必 要 な こ とが あ っ た 。 ブ レ ッ

ド ・ス トー ン伝 道 部 長 か ら トン ガ 家族 に要 請 が あ っ た 。「ト

ンガ 兄 弟 、 あ な た 方 が 神 殿 費 用 と して 貯 め た お金 を全 額 、

私 に 渡 して い た だ け ませ ん か 。 あ な た方 の 支 部 に 教 会 堂 を

建 て た い の で す 。 そ の お 金 が な け れ ば 建 築 計 画 は 取 りや め

に な り、 あ と数 年 は 待 た な け れ ば な りませ ん 。」

漸
1!虐`1

「土 曜 日 の朝 に な る と、

牛 や豚 や その ほ か の も

の を少 し欲 しい とい う

家 族 が3組 や って きて、

30分 ほ どの間 に500ド

ルか ら600ド ル 手 に入

りま した。」
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「は い 、 さ しあ げ ます 。 明 日、 お 金 を持 っ て き ます 。」

バ ハ イ ・トンが 兄 弟 は そ う返 事 し た 。 しか し、 新 しい 神 殿

を見 た い とい う夢 は な か なか 捨 て られ な か っ た 。 ス トー ン

伝 道 部 長 が 帰 っ て か らの こ と を 、 トン ガ兄 弟 は こ う話 し て

い る 。 「妻 とそ の こ と を話 し合 い ま し た。 妻 は 、 『い い わ 。

全 額 献 金 し ま し ょ う。 で も、 私 は友 だ ち と家 族 に 、 神 殿 の

献 堂 式 に 行 くっ て 話 し た ん で す か らね 』 と言 うん で す 。 そ

の と きに 、促 され る よ うに して 自分 が 言 っ た こ と、 あれ は

ど う して も忘 れ られ ませ ん 。 こ う言 っ た ん で す 。 『戸 を閉

め て サ タ ン を入 れ な い よ うに し よ う。 私 た ち は 主 の お っ し

ゃ る こ とを す る ん だ 』 と。

水 曜 日の 朝 、 私 は 政 府 の 銀 行 に行 っ て 貯 金 を全 部 お ろ し

て き ま した 。 そ して 妻 に渡 し 、 ス トー ン伝 道 部 長 に 渡 す よ

うに と言 い ま し た 。

そ の 晩 ふ た りで 少 し話 し合 い ま し た 。 『ア ミ、 主 は指 導

者 た ち を通 して 、戒 め を守 れ ば献 堂 式 に 行 け る よ うに 道 を

備 えて 下 さ る と約 束 さ れ た 。 家 に は 牛 も豚 も馬 も家 具 もマ

ッ ト もあ る。 そ れ を み ん な売 ろ う。 そ う し た ら献 堂 式 の 祝

福 が 受 け られ る 。』

家 畜 を売 りた い と言 う と、 み ん な はや っ て 来 ま した が 、

『いや
、 高 す ぎ る。 高 くて 買 え な い よ』 と言 う ん で す 。 そ

れ が 木 曜 日で 、 金 曜 日 も売 れ ませ ん で した 。 次 の 月 曜 日に

は 神 殿 行 き の船 が 出 港 す る の です 。

土 曜 日の 朝 に な る と 、牛 や 豚 や そ の ほ か の もの を少 し欲

し い と い う家 族 が3組 や っ て き て 、30分 ほ どの 間 に500ド

ル か ら600ド ル ほ ど手 に 入 りま じた 。 そ れ で 妻 に 、 行 くお

金 が で き た と言 い ま し た 。

月 曜 日の 朝 早 く、 ヌ クア ロハ に行 っ て ス トー ン伝 道 部 長

に お 金 を渡 す と、 彼 は 驚 い て 、 『こ の お 金 は ど こか ら?』

と聞 き ま した 。

『献 堂 式 に 行 け る よ うに 、持 ち物 を 少 し売 っ たん で す 』

と答 え る と、 彼 は 『トンガ 兄 弟 、 主 は あ な た 方 を祝 福 され

ま す よ』 と言 い ま し た 。

私 た ち は 神 殿 で た く さん の祝 福 を受 け ま した 。 ニ ュ ー ジ

ー ラ ン ド神 殿 で 最 初 の証 人 に な り、一 番 に 結 び 固め を受 け

ま した 。 トン ガ 人 コー ラ ス の指 導 を して い た の で 、 マ ッ ケ

イ 大 管 長 か ら献 堂 式 の 閉 会 の 讃 美 歌 の 指 揮 も させ て い た だ

き ま した 。

妻 と互 い に結 び 固 め られ た と き、 本 当 に胸 を打 た れ ま し

た 。子 供 た ち は 一 緒 で あ り ませ ん で し た。 そ の こ とで 、 涙

が 出 て 仕 方 が あ り ませ ん で し た 。私 た ち は 家 に 帰 る と、4

人 の子 供 た ち に 、 手伝 っ て くれ れ ば み ん な で 一 緒 に 神 殿 に

行 け る よ と約 束 し ま し た 。 私 は心 の 中 で 、 『神 殿 で 子 供 た

ち に 結 び 固 め ら れ な け れ ば 、 い い子 に な る よ うに な ど と ど

う して 言 え る だ ろ うか 』 と思 い ま した 。子 供 た ち は 自分 の

もの で な い とい う気 持 が し て い た の です 。

それ か ら2年 間 、私 た ち は あ り とあ らゆ る もの を き りつ

め ま した 。 学 校 か ら も ら う給 料 を分 け て 、 半 分 をそ っ く り

貯 金 し ま し た 。 け れ ど も什 分 の 一 や 断 食 献 金 は 納 め ま し た 。

毎 月手 元 に 残 るの は70セ ン トで し た 。 それ で 、 月 に70セ ン

(301ペ ージ に続 く)
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派 隔 翻

i

撒灘 鵜

ヒラ マ ン と二 千 人 の ゆ う し ゃ

(ア ル マ53～56し ょ う)

な が い あ い だ 、 せ ん そ うが つ づ い て い ま

した 。 レー マ ン 人 が 、 な ん ど もな ん ど も 、

あ ち らか ら こ ち らか らせ め て き ま し た 。 大

ぜ い の 人 々 が け が を し 、 しん で い き ま し た 。

そ の 上 、 せ い じの もん だ い をめ ぐっ て 、 ニ

ー フ ァ イ 人 の 中 で も
、 あ ら そ い が お こ っ て

い ま した 。

そ ん な ニ ー フ ァ イ 人 の 中 に 、 ア ン モ ン の

た み と よ ば れ る 、 こ こ ろ の き よ い 人 々 が す

ん で い ま し た 。 ア ン モ ン の た み は 、 む か し

レー マ ン 人 で した が 、 ア ン モ ン か らか み さ

ま の お し え を き い て 、 こ こ ろ か ら くい あ ら

た め 、 ニ ー フ ァ イ 人 の と ち で く ら して い ま

し た 。 ア ン モ ン の た み は 、 ニ ー フ ァ イ 人 た

ち が くる しむ の をみ て 、 な ん とか し た い と

お も い ま した 。 で も、 か い し ゅ う した と き

天 の お 父 さ ま に 、 二 ど と人 を こ ろ さ な い と、

か た くや くそ く して い た の で 、せ ん そ うに

い くこ とは で き ませ ん で し た 。 で も、 せ ん

そ っに い っ て も さ しつ か え の な い わ か もの

た ちは 、 よげん しゃ ヒ ラマ ン に 、せ ん そ う

につ れ て い って くだ さい と、 たの み ま した。

お 父 さんや お母 さん の ため に、 た た か お う

とか ん が え たの です 。 その よ うな わか もの

は 、ぜ ん ぶ で 二千 人 い ま した。

二 千 人 の わ か もの た ち は、せ ん じょ うで、

い さ ま し くた たか い ま した。 それ まで 、一

ど もせ ん そ うに い っ.たこ とは あ りませ ん で

したが 、 しぬ こ と をお それ た りは しませ ん

で した。 わか もの た ちに とって、 お 父 さん

や お母 さんの じゆ うは 、 い の ち よ り もた い

せ つ だ っ たの です 。大 ぜ い の わか ものが 、

けが を して たお れ ま した。 しか し、 しん だ

もの は ひ と り もい ませ ん で した 。 わか もの

た ちは 、 お母 さんか ら、天 の お父 さ ま をふ

か くしん じて い れ ば 、か な らず す くわれ る

とお しえ られ て い たの です 。

よげ ん し ゃ ヒラマ ンは 、 わか もの た ちの

しん こ うを、 こ とば をつ くして ほめ た た え

ま した。
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「お 母 さん
、 ま た お て つ だ い に い くの 。」

リベ カ は き き ま した 。 「き ょ うは だ れ の と

こ ろ?な ぜ い つ も 、 お母 さ ん が 行 か な く

ち ゃ な ら な い の 。 ほ か の 人 に か わ っ て も ら

っ た らい い じゃ な い の 。」

お母 さ ん は 、 しず か に ほ ほ え ん で い い ま

し た 。 「ほ か の 人 も、 み ん な 行 くの よ 。 る

す の あ い だ 、 ア ン ナ を お ね が い ね 。」

「え え っ?ア ン ナ もお い て い くの
。 わ

た し、ナ オ ミと あ そ ぶ や くそ く を し た の に 司

リベ カ は 、 ふ くれ っ つ ら を して 、 ふ へ い を

い い ま した 。 そ して 心 の 中 で お もい ま し た 。

「ふ こ うへ い だ わ
。 ほ か の 子 は 、 み ん な あ

.
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そ ん で い る の に 。」 リベ カ は 、 そ の 日一 日

い や い や な が ら、 ア ンナ の お も り を して す

ご し ま し た 。

お 母 さ ん は 、 夕 が た お そ くか え っ て きて 、

い い ま し た 。 「あ し た 麦 ば た け で 、 お ち ぼ

ひ ろ い が あ る ん で す っ て 。 お ば あ ち ゃ ん が
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で した 。 か ご を も っ て 歩 く と き も 、 ず っ と

目 をふ せ て い ま し た 。

麦 ば た け に つ く と、 リベ カ は お 母 さ ん に 、

お ちぼ の ひ ろ い か た を、 お し え て も ら い ま

した 。 しぶ しぶ 、 お ち ぼ を ひ ろ い は じめ ま

した 。 少 した つ と、 も うせ な か が い た くな

りま し た 。

の び を し よ う と し て 、せ な か をの ば す と、

リベ カ は 今 ま で 見 た こ と も な い よ うな 、 こ

うけ い を見 ま した 。 大 ぜ い の ま ず しい 人 々

が 、 手 に 手 に か ご を も っ て 、 い っ し ょ う け

ん め い 、 お ち ぼ をひ ろ っ て い る の で す 。 た

す け な け れ ば い け な い 人 た ち が 、 こ ん な に

大 ぜ い い る な ん て 、 リベ カ は か ん が え た こ

と もあ りませ ん で し た 。 す ぐち か くに 、 リ

ベ カ と同 じ く らい の 女 の 子 が い ま し た 。 リ

ベ カ の む ね は 、 き ゅ っ と、 しめ つ け られ る

よ うで し た 。 『は や く、 た くさ ん お ち ぼ を

ひ ろ お う。 た くさ ん ひ ろ っ た ら、 お 母 さん

は 、 あ の 子 に わ け て あ げ て も い い っ て 、 い

うか も し れ な い わ 。』

「わ た し
、 お そ い で し ょ う。 お ち ぼ ひ ろ

い は 、 は じめ て な の 。」 リベ カ は 女 の 子 に

は な しか け ま した 。

「す ぐ
、 じ ょ うず に な る わ 。」

「も う
、 ず っ と来 て い る の?」

298

「え え
、 お 父 さ ん が 牛 の つ の で つ か れ て 、

は た らけ な くな っ て か ら、 ま い 年 ね 。」

リベ カ は 、 女 の 子 と い っ し ょに 、 い っ し

ょ っけ ん め い お ち ぼ を ひ ろ い ま し た 。 そ し

て 、 お ひ る に な る と、 女 の 子 に い い ま し た 。

「い っ し ょに
、 お べ ん と う を た べ ま し ょ

う。」

「え え
、 で も、 弟 が い るか ら… … 。」

「い っ し ょに
、 つ れ て い ら っ し ゃ い よ。

わ け て た べ れ ば い い わ 。」

ま ん 中 に お べ ん と う を お い て 、 み ん な で

た べ ま し た 。 リベ カ は 、 少 し しか たべ ませ

ん で し た 。 女 の 子 と 、 そ の 弟 に 、 た くさ ん

たべ させ て あ げ た か っ た か らで し た 。

リベ カ は 、 そ っ と お 母 さ ん に き き ま し た 。

「わ た しの お ち ぼ
、 あ の 子 に わ け て あ げ て

も い い?」

お 母 さ ん は 、 リベ カ の か た をだ い て 、 い

い ま し た 。 「うれ しい わ 、 よ く気 づ い て く

れ た わ ね 。」

「も っ とは や く
、 気 づ か な くち ゃ い け な

か っ た の ね 。」

リベ カ の 目 に も 、 お 母 さ ん の 目 に も、 な

み だ が ひ とつ ぶ 、 ひ か っ て い ま し た 。 だ れ

か の た め に は た ら くこ と、 そ れ は 、 とて も

た の しい こ とで し た 。
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「村 を 出る か
、

それ とも死ぬ か」

シ ョ ン ・ル イ ス ・ラ ン ト

息 子 は なぜ 父 親 を敬 うの だ ろ うか 。11人 兄 弟 の 末 か ら2

番 目の セ ケ リ ・サ レ ・マ ヌ は 、 そ の わ け を知 っ て い た 。 父

の サ レの こ と を話 す と き、 彼 は 胸 を高 鳴 らせ 尊 敬 の 念 を覚

え るの で あ る。

セ ケ リが10歳 の と き、 西 サ モ ア の モ ス ラ と呼 ば れ て い る

サ ッパ イ テア の 村 に教 会 の 支 部 を作 る た め 、一 家 が 宣 教 師

に 召 され た 。 そ この 人 々 は モ ル モ ン を憎 み 、迫 害 し た 。 あ

る と き地 域 の 牧 師 に率 られ て 怒 り狂 っ た 暴 徒 が 、病 人 を見

舞 っ て い るマ ヌ家 の 人 々 を襲 っ た 。 セ ケ リは 今 で も 、兄 や

姉 た ち み ん な と地 面 に 突 き倒 さ れ た と きの こ と を覚 え て い

る。 牧 師 は サ レ を引 っ張 り起 こす と木 の幹 に ぐい ぐい と押

しつ け 、な た を の どに 突 きつ け て 、 「なぜ 、 私 の 羊 を盗 ん

だ?」 と叫 ん だ。

「あ な た が 真 理 を知 らず
、 彼 ら を惑 わす か ら だ 。」 サ レ

・マ ヌ は 答 え た
。 サ レ ・マ ヌは 、信 仰 を捨 て な け れ ば 一 家

を皆 殺 しに す る とお ど さ れ て 、 こ う返 答 した 。 「ジ ョセ ブ

・ス ミス が神 の 予 言 者 だ とい う こ と を私 は信 じて い る
。」

殺 しは さ れ な か っ た が 、 いや が らせ は 依 然 と し て続 い た。

そ して つ い に 村 長 か ら、 「村 を 出 る か 、 そ れ と も死 ぬ か 」

とい う一 筆 が 届 い た 。

サ レ ・マ ヌ は カ ヌー を二 昼 二 夜 こ い で 、 ジ ョ ン ・ア ダ ム

ス伝 道 部 長 に ど うす べ きか を相 談 に行 っ た。 ア ダム ス伝 道

部 長 は サ レ に祈 る よ うに 告 げ 、 主 は祈 りに 必 ず 答 え て 下 さ

る と言 っ た 。サ レ は導 き を祈 りなが ら、 ま た二 昼 二 夜 を水

の 上 で 送 り、家 に 帰 る と、 お び え て い る家 族 を ま わ りに 呼

ん で 言 っ た 。 「この 島 の この 村 に 残 ろ う。 必 要 な ら ば ジ ョ

セ ブ ・ス ミス が 神 の 予 言 者 だ とい う私 た ち の証 を 自分 の 血

で結 び 固 め る の が 、主 の み こ こ ろ だ 。」

1945年12月24日 に 、 サ レの 農 園 が 壊 さ れ 、 木 が倒 さ れ 、

パ イナ ップ ル は 掘 り起 こ され た
。 村 長 は 、 夜 明 け ま で に 立

ち去 らな い と焼 き打 ち に す る と言 っ た。

ク リス マ スの 朝 、 マ ヌ 家 の 人 々 は 晴 着 を着 て ひ ざ まず き、

祈 っ た 。 男 の 子 の 白 シ ャ ツ が 足 りな か っ た の で 、 セ ケ リは

シ ャ ツ な しだ っ た 。 暴 徒 が 家 に 火 をつ け る と、 家 族 は 炊 事

家 に 避 難 した 。 しか し そ こ に も火 をつ け られ た 。

ぐれ ん の 大 か が り火 は 村 長 の 命 に よ る もの で 、村 を立 ち

去 る最 後 の チ ャ ン ス が マ ヌ家 に 与 え られ た 。 しか しサ レ ・

マ ヌは 心 を 変 え なか っ た 。 「私 の 教 会 は 真 実 だ 。 私 は 決 し

て証 を捨 て な い 。 だ か ら私 は こ こ に と ど ま る 。 モル モ ン教

会 が神 の ま こ との 教 会 だ とい う証 を結 び 固め る ため に死 ぬ

302

用 意 は いつ で も あ る 。」

燃 え さか る炎 に 、 暴徒 は み ん な後 ろへ 退 い た 。 村 長 が 言

った 。「サ レ ・マ ヌ 、 お ま え と家 族 の 命 が 助 か るチ ャ ン ス を

や ろ う。 一 体 ど うな ん だ 。」

サ レ ・マ ヌ は そ れ に 答 え た 。 「死 ん で も よ い!何 を ぐ

ず ぐず して い る?」

す る と村 長 は み る まに 力 を落 と し、 「お ま えは 聖 人 だ 。

そ ん な 大 そ れ た こ とな ど 、私 に は で きな い」 と言 っ た 。 村

人 た ち は ひ と り を残 して 去 っ て い っ た 。 大 か が り火 は 燃 え

尽 き た 。 そ の 夜 、 警 官 が 来 て 村 長 と牧 師 と40人 余 りの 人 々

を逮 捕 し た。 後 に す し詰 め の 法廷 で 、 判 事 が 見せ しめ に 迫

害 者 を 罰 し よ う と し て 、 サ レ に 向 か っ て 言 っ た 。 「こ れ ら

の 人 々 に 、 禁 固数 年 の刑 を含 め て ど ん な 刑 罰 を要 求 し ます

か 。 あ な た の 意 志 通 りに し ま し ょ う。 私 た ち の 島 で は 信 教

の 自由 が 保 障 さ れ る の で す 。」

しか しサ レ は こ う返 事 し た 。 「許 して あ げ ます 。 末 日聖

徒 に 手 をか け な い と い う こ とで 、 家 族 の も とに 帰 しま し ょ

う。」

判 事 は判 決 を下 し た。 「以 後 、 末 日聖 徒 は 島 の ど こ に お

い て も説 教 が で き る。 人数 が ふ え れ ば 教 会 堂 を建 て る こ と

も無 論 よ ろ し い 。」

そ の 村 に は900名 ほ ど住 ん で い た が 、2ヵ 月 の う ち に ほ

ん の 少 数 を除 い て ほ とん どが 教 会 に 入 っ た 。 彼 らか ら教 会

堂 を ど こ に建 て る か 尋 ね られ た と き 、サ レは 、 あ の 大 か が
の

り火 の跡 に 人 々 を連 れ て 行 っ た 。 今 、 ワ ー ド部 の 教 会 堂 が

そ こ に 建 っ て い る。

サ レ ・マ ヌ は 死 ぬ ま で村 か ら村 へ 福 音 を説 い て 歩 い た 。

彼 が 最 後 に生 まれ 故 郷 の フ ァ ゴマ ロ村 の支 部 長 を して い た

と き、 村 の助 役 に会 った 。 そ の と き彼 は助 役 が 必 ず 教 会 に

入 る と確 信 した が 、 な か な か その 言葉 が 得 られ な か っ た。

助 役 は 、 「サ レ ・マ ヌ、 も し あ な た が 死 ぬ まで 忠 実 だ っ た

ら 、私 は 教 会 に 入 る よ」 と言 っ た 。 そ こ で サ レ ・マ ヌは 生

前 、 助 役 の 家 の正 面 玄 関 に面 し た墓 地 を買 っ た 。 言 わ ず も

が な 、サ レ ・マ ヌ の死 後 、助 役 は 一 家 で 教 会 に 入 り、 後 に

支 部 長 に な っ た 。

今 日、 サ モ ア 全 土 に ス テ ー キ・部 が あ る。 シ オ ン の ス テ ー

キ 部 が 全 国 に 及 ん で い る 国 は 、 こ こが 世 界 で初 め て で あ る 。

サ レ ・マ ヌが 説 い た教 え の 中 で最 も力 あ る言 葉 は 、 死 ぬ 寸

前 に 息 子 の セ ケ リに 残 した 簡 単 な この 言葉 で あ る 。 「私 の

よ う な父 さん に な るん だ よ!」

セ ケ リ ・サ レ ・マ ヌ が 父 を敬 うの に 、何 の 不 思議 が あ ろ

うか 。

0 0

ジ ョン ・ル イ ス ・ラ ン ド博 士:オ リ ン ピ ア ・ワ シ ン トン

ス テ ー キ部 地 区 の セ ミナ リ・一 ・イ ン ス テ ィテ ユー ト指 導 主

事 。 オ リ ン ピ ア 第3ワ ー ド部 の 監 督 を し て お り、 召 し を受

け る以 前 は セ ケ リ ・サ レ ・マ ヌ を 第一 副 伝 道 部 長 に ス テ ー

キ部 伝 道 部 長 をつ とめ た 。

嶋
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度家庭の夕べで、家族がそれぞれに得たお金 を伝道資金に

入れるという目標 を持つ ことができる。これ をしない家族

は、金銭面でも霊的にも素晴 らしい機会 を逃 していること

になる。家族全員で、伝道中の家族の一員に毎月送金す る

ことにより、家族の一人一人がたちどころに 「宣教師」 と

なることができる。 また 自分の家族には伝道に出ている者

がいるという誇 りと、自分はその家族の一員であるという

誇 りを持つようになるのである。

4.誠 実に正直な人間 となるために、金銭的な責任 を先延

ばしせずす ぐに果たすことを家族 に教える

神は、私 たちの納める什分の一 を毎月お調べになるわけ

ではない。しか し喜んで什分の一 を納め ることにより、身

近にいる人々に一層正直になることができる。

5.お 金 に動かされる前 に、お金 を動かすことを学ぶ

結婚 を控 えた女性は、よくこんなことを考える。 「彼は

お金の管理が上手か しら。自分の収入の範囲内で生活す る

方法 を知 っているか しら。」 このように考えることの方が

給料の額の問題 よりもず っと大切である。私たちは、金銭

的な事柄に対 して絶えず態度を新 たにし、上手な金銭のや

りくりに努める必要がある。こうすることに より、夫婦間

の協力体制が完全で永遠なものとなるのである。

6.金 銭的なことで自己修養 と自制 を学ぶ

これは会計学 を学ぶ よりも大切 なことである。夫婦が消

費の衝動 を抑えて、まず伴侶や家族のことを考えるときに、

大 きく成長することができる。

財政管理の技術は、常に協力と愛の精神の もとに一緒に

学ぶ ことが必要である。自分の妻を世界一や りくりが下手

だとけなす夫に私はこう申し上げたい。 「鏡の中を見てご

らんなさい。ほら、世界一おそまつな教師が映っているで

しょう。」

7.予 算 を組む

家の購入や教育、その他 どうして も欠かせない投資以外、

利息を払 うのは避けてほ しい。各種の用具や家具 、車など

は現金で購入し、分割払いはしないことである。またクレ

ジットカー ドは、よ く注意 して利用 しなければな らない。

クレジッ トカー ドは原則的には購売者の便宜 をはかるため

にあるもので、むやみや たらに使用すべ きものではない。

新製品を購入するに充分な貯 えのない時には、中古品を買

うようにす る。また収入の一定額を貯金や投資に回すこと

が必要である。 また喜んで教会に献金 し、自分の財政負担

分 を支払 っことにより、従順の原則を学ぶこ とができる。

さて、これか ら申 し上げることをよく聞いていただきた

い。中には気分 を害 され る方もあろうが、それは承知の上

である。債権者 を無視 した り、彼らを避けたりする末 日聖

徒は、そのような態度を取 る人が味わう精神的な抑圧 を受

けることであろう。これは末 日聖徒にあるまじきことであ

る。

8.継 続 して教育 を受ける

正式な教育をできるだけ多く修める。職業訓練学校 に通

うこともこの中に含まれ る。これは投資す る価値のあるこ

とである。全 日制に通えない人のための夜学や通信教育の

304

クラスを利用するのもよい。こうして、特殊 な技能 を身に

つければ就職の機会が早 く巡って くるであろう。今 日、失

業者の数が世界的に増加 している。従って失業 した人は、

たとえ一時的でも職があればそれにつ くべ きで、 「自分に

あった職」が与えられるまで待つべ きではない。

9.自 分の家を持つよう努める

これは消費ではな く投資である。この場合 、自分の収入

で維持できる家 を購入する必要がある。家 を住みやす くま

た美観をそそるよういつ も手入れをするとよい。こ うすれ

ば、その家 を売る時に利益 を得て、さらに良い家 を購入す

ることができる。

10.適 切な保険 をかける

十分な医療保険と適切な生命保険に加入することが、最

も大切である。

Il.現 在のインフレの実態を理解 し、それにうまく対処す

る

通貨の変動 をよく見極め、真の貨幣価値 を認識する。今

日、大部分の給与所得者は、2年 前に買 った金額では物 を

買えなくなっている。インフレは、ある段階に達するまで

長引 くであろう。皆さんは物価高とエネルギー不足 という

かつてない時代に生活 しているのである。このことをよく

認識していただきたい。

12.適 当な食糧貯蔵 プログラムを行なう

組織的に、また秩序 をもって、基本物品を貯蔵する。し

かし、この 目的のために負債 を負 うようなことがあっては

ならない。また現行の貯蔵計画が無理のない適当なものか

否か という点に配慮す る必要がある。

これ らの提案は、ほんの一部にす ぎず、全部網羅 したわ

けではない。これらのことを真剣になって考えていただ く

ために申し上げたのである。私 たちはこうした原則 を知 り、

よく認識する必要があると思 う。

個人の福祉を正 しく行な うためには、金銭の管理が重要

な要素であることを、神は私たちに気づかせて下さってい

る。私たちは引き続き、収入の範囲内で生活するようにし

なければならない。また、財政的な問題に頭 を悩ますこ と

のないよう、常に努めなければならない。

末 日聖徒 は金銭を、永遠の幸福を得 るための一手段 とし

て活用す る必要がある。不注意で放慢な金使いをすると、

財政的にがん じがらめの生活 を余儀な くされることになる。

私 たちが主に近 くあって主の戒めに従って生活するならば、

これ らのことに関 して主は天の窓を開いて下さるであろう。

これが真実であることを、イエス ・キ リス トのみ名により

証する。アーメン。

☆ ☆
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大 会 は 両 日 と も雨 に見 舞 わ れ た が 、

こ の雨 を、 祝 福 と考 え た 者 が 多 か っ た。

と い うの も、 こ の 雨 が トン ガ独 特 の 高

温 多湿 の 気候 を和 らげ て くれ た か ら で

あ る 。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は 、 この 雨 とぬ か

るみ の こ とは 忘 れ る よ うに 、 しか し 、

大 会 の み た まは 決 して 忘 れ る こ とな く

受 け た勧 告 と原 則 を実 践 す る よ うに と

聖 徒 た ち を激 励 した 。

シ ドニ ー(オ ー ス トラ リ ア)

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は 、予 言 者 の 必 要

性 につ い て 話 し 、 「忠 実 に しか も揺 ぎ

な い信 仰 を も っ て神 の 予 言 者 を支 持 し

て い た だ きた い 」 と結 ん だ 。

オー ス トラ リア の シ ドニ ー に あ る グ

リニ ッジ ス テ ー キ部 の ア イ ア ン ・G・

マ ッキー ス テ ー キ部 長 は 、 シ ドニ ー の

オペ ラハ ウ ス の 近 くで1851年11月2日

に 初 め て伝 道 活 動 が 開 始 され た こ とに

つ い て話 した 。

ハ ー バ ー ワ ー ド部 扶 助 協 会 会 長 で あ

るエ ル ヴ ・ミッチ ェ ル 姉 妹 は 、 今 日、

世 界 の女 性 は 「息 子 や 娘 た ち に他 の だ

れ よ り も強 い 影 響 を与 え て い る こ と、

そ して 、 そ れ が 女 性 の 最 も偉 大 な遺 産

とな る」 こ と を強 調 し た。

キ ン ボー ル 大 管 長 夫 妻 は 、 ニ ュー サ

ウ ス ウ ェー ル ズの エ リ ッ ク ・ウ ィ リス

知 事 夫 妻 を文 化 プ ロ グ ラム に招 待 した 。

文 化 プ ロ グ ラ ム で は 、 オー ス トラ リア

の 歴 史 が200人 近 い 出 演 者 とオ ー ケ ス

トラ の 音 楽 、歌 、 演 劇 、 そ して 解 説 に

よ っ て上 演 さ れ た 。 プ ロ グ ラ ム は 非 常

に 内 容 に 富 ん だ 感 動 的 な もの で 、 フ ィ

ナ ー レ と共 に観 客 は立 ち あが り、5分

間 もの 間 拍 手 が 鳴 りや まな か っ た 。 ウ

ィ リス知 事 か ら も 、 シ ョー は祖 国 オー

ス トラ リア に対 す る誇 り と愛 が に じみ

出 たす ぐれ た もの で あ っ た との 賞 賛 の

言 葉 を受 け た。

大 会 が 終 りに さ しか か っ た と き 、聖

徒 た ち は 起 立 して 『神 よ また 逢 う まで 』

を 歌 っ た 。 歌 う聖 徒 た ち の 頬 が 涙 で 光

る 。 オ ペ ラハ ウ ス の ア ッ シ ャー の 人 た

ち も 目 を う る ませ て い た 。 彼 らは 教 会

員 で は な い 。 主 の み た まが 会 場 に あふ

れ 、 ア ッ シ ャー の 人 た ち の 心 を も捕 え

た の で あ る 。

街 頭 で 、 テ レ ビ を通 して 大 会 の 様 を

見 て い た あ る年 配 の 婦 人 は 、宣 教 師 に

こ の よ うに 語 っ た 。 「私 は 、 今 日の こ

の 日 を81年 間 も待 ち望 ん で い た ん で す

せ
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の 支 部 長 は 、「た くさ ん の オー ス トラ リ

ア の 教 会 貝 と会 え た こ と」 と答 え た。

また 「家 族 の 大切 さ を強 調 す る霊 感 あ

ふ れ る メ ッセ ー ジ を 聞 い た こ と」 と答

え た の は 、4人 の 子 を持 つ 母 親 だ っ た 。

あ る兄 弟 は こ う証 した 。「自分 が 招 待 し

た 隣 人 が 、 自分 か ら、 大 会 に 出 席 す る

の を 目に した とき 、最 高 の 気 持 を 味 わ

い ま した 。」
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ブ りスベー ン(オ ーストラ リア)

シ ドニー、メルボルンの各地域総大

会に出席した教会幹部は、南太平洋最

後の地域総大会開催地 タヒチに向か う
　

に先 立 ち 、 ブ リス ベ ー ン で合 流 し、 オ

ー ス トラ リア 地域 最 後 の 総 大 会 に列 席

した 。

の 到 着 当時 、 ブ リスベ ー ン は 豪 雨 に 見

舞 わ れ て い た が 、初 等 協 会 の 子 供 た ち

に よ る 「わ た しは 神 の 子 」 の 温 か い 歌

声 の 歓 迎 に 、 さ し もの 荒 天 も勝 て な か

った よ うで あ る。

遠 隔 地 か ら集 ま っ た 多 くの 聖 徒 は 、

子 供 た ち と共 に 、 主 の 予 言 者 を そ の 目

で 確 か め 、 予 言 者 の 言 葉 に 耳 を傾 け る

こ とが で きた 。 彼 ら の 中 に は 、 ダ ー ウ

ィ ン か ら3,200キ ロ の旅 を して会 場 に
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女 性 を讃 え た扶 助協 会 ノー ブ ー記 念像 。 これ は十数 個 の像 か ら成 り、女 性 の様 々 な役 割 を表 わ してい る。像 が置 かれ る

庭 園 と3つ の像 の模 型 を見 る扶 助協 会 中央 管理 会会 長 ハ ーハ ラ ・B・ ス ミス(中 央)、この計画 と製 作 に あ たるデ ニス ・

ス ミス 、ふ たつ の像 の製作 を担 当す る フ ロー レンス ・ハ ンセ ン。

1842年 、ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ っ て 扶

助 協 会 か 最 初 に 組 織 さ れ た イ リ ノイ 州

ノー ブ ー に 、過 去 、 現 在 、 未 来 の 女 性

を 象徴 し た像 か 扶 助 協 会 に よ っ て建 て

られ る。

1975年10月 の 扶 助 協 会 大 会 で 、扶 助

協 会 中 央 管 理 会 会 長 バ ー バ ラ ・B・ ス

ミス は 次 の よ う に語 っ て い る。 「こ こ

数年 、 い ろ い ろ な 出 来事 に 直 面 す る に

つ け 、私 た ち は 教 会 の 女 性 か 歩 ん て き

た 貴 い 歴 史 につ い て考 え て き ま した 。

そ うす る と き、心 は 、私 た ち の 道 を築 い

て下 さ っ た過 去 の末 日聖 徒 の 女 性 の 献

身 に 対 す る感 謝 て一 杯 に な ります。これ

らの 勇 気 あ る 、意 志 の 強 い 、そ して 賢 く、

ま た屈 す る こ との な い 女 性 た ちは 、信

仰に支えられて、男性 の傍 らにひるま

すに立っていました。そして迫害や苦

難に耐えてきたのてす。家族によき食

物 と、安 らきの場 を与え、また子供た

ちを育ててきました。さらに手、心、

思いを尽 くして、信仰 を貫 くことかて

きる環境を作 り出 してきたのです。利

己的な目的のためてはな く、教会のす

べ ての人か定めた共通の目的、すなわ

ち、この地上に主の王国を築 くという

ことのために働 きました。この目的た

けを心に留めて、過去の教会の女性た

ちは、末 日聖徒の夢 を実現 しようと努

力 したのです。女性は神殿や集会所の

建設を手伝いました。また、必要な一

日の穀物 を集めたり、看護やその他の

医療技術者を訓練 したり、病院を設け

て教会貝の健康 を守ったり、宣教師や

伝道プログラムを援助 したりしてきま

した。また国や地域のために も価値あ

る働 きをしてきました。その献身ぶ り

は、とても言葉て言い表わすことかて

きません。

今 日の末 日聖徒の女性について考え

るとき、同 しような印象を受けます。

彼女たちは、霊的な ものではな く物質

的なものに執着 しているこの世にあっ

て、福音 を実践す るというチャレンシ

に直面している勇気ある女性 と言えま

す。今 日の女性は、主か与えられた役

割 をなお ざりにするよう、絶 えず誘惑

を受けているか らてす。
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特 別 な シ ャベ ル で 鍬 入 れ を す る ブ ラ ジ ル

サ ン パ ウ ロ西 ス テ ー キ 部 の ジ ョ ー ズ ・ベ

ン ジ ャ ミ ン ・プ エ ー タ ス テ ー キ 部 長 。 そ

の後 ろ は 、 左 よ りオ シ リス ・グ ロ ー ベ ル ・

カ ブ ラ ル 長 老 、 ジ ェ ー ム ズ ・E・ フ ァ ゥ

ス ト長 老 、 ア ン トニ オ ・カ ー ロ ス ・デ ・

カ マ ー ゴ 長 老 。

サ ンパ ウロ神殿の鍬 入れ 式

3月20日 仕)、 ブ ラ ジル の サ ンパ ウ ロで 南 ア メ リカ に お け る 最 初 の神 殿 の鍬 入 れ

式 が 、 十 二 使徒 評 議 貝 会 補 助 で あ り、 こ の地 域 の 担 当 教 会 幹 部 で あ る ジ ェ ー ム ズ

・E・ フ ァ ウス ト長 老 の 管 理 の 下 に行 な わ れ た
。 秋 空 の 下 、2千 人 の 会 員 が こ の

式 に つ め か け た 。

フ ァ ウ ス ト長 老 は 次 の よ うに 語 っ た 。 「今 こ そ 南 ア メ リカ に お け る神 の み 業 が

進 め られ る偉 大 な る 時 で あ る。 南 ア メ リカ に お け る最 初 の神 殿 が 建 て られ る この

聖 な る地 に こ う して 恵 ま れ て 立 っ て い る私 た ち一 人一 人 に は 、 自 らの 信 仰 を 強 め 、

改 め て こ の 地 に お け る神 の 忠 実 な聖 徒 に な る と い う強 い 望 み を抱 く よ う 、 チ ャ レ

ン ジ され て い る。」

フ ァ ウ ス ト長 老 は さ ら に こ う続 け て い る 。 「こ の神 殿 の正 面 の 扉 に は 、 『主 の

宮 居(TheHouseoftheLord)』 『主 の 聖 所(HolinesstotheLord)』 と書 か

れ るだ ろ う。 南 ア メ リカ に お い て 聖 な る建 物 に こ の 言 葉 が 書 か れ る の は 、 い か な

る 言 語 を も って して も初 め て の こ とで あ る。 この 建 物 は 、神 の 子 供 を救 い 、昇 栄

を得 させ る た め に建 て られ る 。」

式典 は わ ず か45分 程 度 の もの で あ っ た 。 フ ァ ウ ス ト長 老 の ほ か に 、 十 二 使 徒 会

地 区 代 表 や 地 方 の神 権 指 導 者 も 出席 した 。 また サ ン パ ウ ロ の 各 ス テー キ・部 の 男 女

100名 に よ る合 唱 が こ れ に 花 を添 え た 。

祈 りの 後 、 フ ァ ウ ス ト長 老 お よ び 同 席 の 指 導 者 は 、 神 殿 の 日の 栄 の 部 屋 に あ た

る場 所 に 立 っ た 。 式 の 間 そ の場 所 に 立 っ て い た 会 員 た ち は フ ァ ウ ス ト長 老 た ち が

近 づ く と、喜 び の 涙 を流 し て 握 手 を交 わ した 。
も

「1976年3月20日
、 サ ンパ ウ ロ神 殿鍬 入 れ 式 」 と刻 まれ た特 別 な シ ャベ ル で 、

フ ァウ ス ト長 老 が 最:初に 地 を掘 り起 こ し 、続 いて3人 の 地 区代 表 、 ソ レン セ ン長

老 、 カ マ ー ゴ長 老 、 カブ ラ ル長 老 が シ ャベ ル を入 れ た 。 さ らに 地 元 の指 導 者 、 そ

し て 会 員 た ち もシ ャベ ル を 入 れ た 。

家族の証

天きな家族の

絶塾
大きな家族の一員に加え

られましたことを心から

感謝 してお ります。そし 沸畷 富

て多くの御恵みをいただ

き、 日々 を心ゆたかに暮ら

すことができますことを感謝

しています.祉 ち家族が、・の教 難,

会 の 会 貝 に な りま した の は 、1975年3月22日

で す 。 そ の 日は 前 日 まで 雨 が 降 り、バ プ テ スマ の 日 も雨 降

りか し ら と少 し心 配 して い ま した の に 、 雨 もや み 、 風 もお

日本神戸伝道部 岡山支部

入 江 栄 子

＼ 舗

ぐ
だ や か な 良 い 日 とな りま し

た 。 本 当 は 前 の週 の 土 曜

日に バ プ テ スマ を計 画 し

て お りま し た の で す が 、

ど う して も主 人 の タバ コ

が あ と1、2本 に な っ てや

め られ ず 、1週 間 の ば して 頂

きま した の で、ふ た りの 子 供 た ちに と

っても大変待 ちわびた 日でした。そして新 し

く岡山の地に転任 されたばか りのマイコ長老様にふたりの

子供のバプテスマ をして頂 き、心の中にこみあげる素晴 ら
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